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➨㸰㸫㸯期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦放射⥺技⾡⛉学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨᱁ヨ㦂またはㄆ定㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018-2020年度 
1.学⏕および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡及び入学⪅あたりの合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

㈐任⪅:⸨㔝明俊㸦放射⥺技⾡⛉学⛉㛗㸧 
分担⪅:Ṋ⸨⿱⾰㸦学⛉教務担当㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸶年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱ 

方ἲ・教授方ἲの改善 

 

 

 

 

 

 

・学⏕教⫱⏝に‽備された最新医⒪ᶵ器を使い、⮫床⌧場に則した学内実⩦
を実施し教⫱内容を充実化する。そのために、ィ⏬ⓗなᶵ器の更新・⟶⌮
㐠⏝を⾜う。2018年度には、㉸㡢Ἴデ断⿦⨨2台とαβ⥺ 定⏝シンチレ
ーションサーベイメータの更新をィ⏬している。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

㉸㡢Ἴデ断⿦⨨ 2台とαβ⥺ 定⏝シンチレーションサーベイメータの更

新ができた 

 
・本学⛉では、全国⣙300施タという日本最大つᶍの⮫床実⩦指導施タと㐃
携している。学⏕が希望する地域での㉁の㧗い⮫床実⩦を実⌧するととも
に、実⩦期㛫中のトラブルを㜵ぐため、改善Ⅼとして以下をィ⏬する。 
① 1.2年向けの「⑓㝔ぢ学マニュアル」を作成し、全員対㇟のㄝ明会を
㛤催する。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

⑓㝔ぢ学マニュアルを作成し、ㄝ明会を㛤催した 
 
② 3年4月時に⮫床実⩦希望施タㄪ査を⾜うとともに教員との協㆟㠃ㄯ
➼を⤒て⮫床実⩦指導施タを仮Ỵ定する 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

全員↓事に⮫床実⩦指導施タがỴ定した 
 
③ 3年前期学内実⩦において、学内教員によりOSCEᵝの☜ㄆヨ㦂を導入
する。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

患⪅接㐝を中心に⾜った 
 
④ ⮫床実⩦中、ẖ日の㐺度な┠ᶆタ定とポジティブフィードバックおよ
びリフレクションを促す⊂⮬の「⮫床実⩦ノート㸦ポートフォリオ㸧」
を作成し、効果ⓗな⤒㦂学⩦を促㐍する。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 
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実⩦ノートをⅬ᳨した 
 
⑤ ⮫床実⩦前学内実⩦において、医⒪安全やデ⒪放射⥺技師の▱㆑向上
に㈨するㅮ⩏およびグループワークを⾜う。 
⮫床実⩦報告会を㛤催し、アクティブラーニングを実㊶する。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

ㅮ⩏およびグループワークを⾜った 
⮫床実⩦報告会は8月に報告会を⾜った 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

 

 

 

 

・1 年ḟより担任制を導入し、個別㠃ㄯ体制を整えているが、成⦼下位⪅に
ついて、4 月に⾜う㠃ㄯでは学⛉内で情報共有を⾜い、クラス担任のみな
らず教⛉担当教員からの学⩦支援を実施する。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

  㠃ㄯを⾜ったが成果の上がらない学⏕がいた 
 
・Ḟ席が┠❧つ学⏕に対して、授ᴗ担当教員㸦学⛉教員㸧と担任教員が情報
共有㐃⤡し、学⏕指導につなげる取り⤌みを⥅⥆する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

  教務ㄢからの㐃⤡、授ᴗ担当教員からの情報を担任教員および 
学⛉教員に報告し学⏕指導を⾜った 

 
・1 年後期より㛤ㅮされる専㛛基♏⛉┠・専㛛⛉┠において、本学⛉が┠指
す専㛛㈨᱁㸦デ⒪放射⥺技師国家ヨ㦂、➨一✀放射⥺取扱主任⪅㸧の取得
を意㆑したㅮ⩏を⾜う。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 1年⏕では➨一✀放射⥺取扱主任⪅ヨ㦂を受ける学⏕はいなかった 
 
・ガイダンス時に学⏕に「カリキュラムマップ」に成⦼をグ㘓するよう指導
するとともに、㠃ㄯ➼で担任が☜ㄆを⾜い、学⩦支援を⾜う。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

  ガイダンスで学⏕にㄝ明を⾜った 

3㸬合᱁⋡及び入学⪅あたりの

合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩

成に向けた教⫱指導 

 

 

 

 

・国家ヨ㦂合᱁⋡の┠ᶆ値は95㸣、入学⪅あたりの合᱁⋡は70㸣。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

  国ヨ合᱁⋡94.4㸣、入学⪅あたりの合᱁⋡は72.7㸣 
 
・入学⪅あたり合᱁⋡の┠ᶆを㐩成するため、≉に国家ヨ㦂対㇟⛉┠の授ᴗ
において早くから意㆑付けをし、学⩦意ḧを向上させる。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

授業では国試問題の解説を取り入れた 

 
・国家ヨ㦂合᱁⋡の┠ᶆを㐩成するために㸲年㐍⣭時にデ⒪放射⥺技師免チ
を有している教員が中心となって、国家ヨ㦂対⟇を⾜いその情報を共有し、
思いやりある姿勢で教⫱指導を⾜う。合᱁⋡をより向上させるための改善Ⅼ
として以下をィ⏬する。 
① 成⦼不振⪅に対し、ᶍ擬ヨ㦂⤊了後、学⏕⮬㌟が作成したゎㄝ書をク
ラス担任が☜ㄆし教⫱指導する。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

指導するもできない学⏕がいた 
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② 新傾向や応⏝問㢟への対応力を向上するため、年 3回実施されるᴗ⪅
ᶍ擬ヨ㦂について、学⏕が受㦂するよう教⫱指導する。 

□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) ■大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

⤒῭ⓗな⌮⏤➼で参加⪅が伸びなかった 
 

この他、合᱁⋡の┠ᶆ㐩成に向けた以下の教⫱指導を⥅⥆する。 
① 学⛉内に国家ヨ㦂対⟇委員会をタ⨨し、ẖ月会㆟を㛤催する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 開催した。 

 
② 4年後期、㐌一日、国ヨ対⟇ㅮ⩏を㛤ㅮする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

㐌一日、国ヨ対⟇ㅮ⩏は勿ㄽ、10月11月に専㛛⛉┠担当教員㸦11人㸧
で55回のㅮ⩏を㛤催した 
 

③ 年 8回、学内ᶍ擬ヨ㦂を実施する㸦学内教員が問㢟作成し、ヨ㦂後に
対⟇ㅮ⩏を㛤催する㸧。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

予定㏻り⾜った 
 

④ ᶍ擬ヨ㦂後の担任個人㠃ㄯを実施し、⏕ά≧ἣの改善や国家ヨ㦂学⩦
支援㸦個人指導㸧を⾜う。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

⾜ったが効果の⾲れない学⏕もいた 
 
⑤ ᶍ擬ヨ㦂成⦼不振⪅への保ㆤ⪅への成⦼㏻▱を⾜う。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

⾜った 
 

⑥ 㐣年度 4年⏕➼に対し、⌧役 4年⏕が⮫床実⩦のため学内不在期㛫に
月一回のᶍ擬ヨ㦂㸦実力ヨ㦂㸧を実施する。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

⾜ったが、受けに来ない学⏕もいた 
 

⑦ 㐣年度 4年⏕に対して、教員居室の㏆くでの⮬⩦室をタ定するととも
に、担任は担当学⏕の学⩦㐍捗≧ἣを㠃ㄯまたは SUMS-POにより把握
する。ẖ月㛤催する国家ヨ㦂対⟇会㆟にて指導≧ἣを共有し、学⩦支
援を促す。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

⮬⩦室に居つかない学⏕がいた 
 

10月以㝆ᶍ擬ヨ㦂や9月以㝆国家ヨ㦂対⟇ㅮ⩏㸦放射⥺⛉学≉ㄽ㸧では、座
席をᶍ擬ヨ㦂成⦼㡰㸦成⦼下位⪅から㡰に前方㸧に指定席をタ定する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

  予定㏻り⾜った 
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➨㸰㸫㸯期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦医⒪栄㣴学⛉・⟶⌮栄㣴学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨᱁ヨ㦂またはㄆ定㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018-2020年度 
1. 医⒪栄㣴学⛉内専攻合同₇⩦授ᴗのᵓ⠏への取り⤌み 
2.学⏕および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの更なる改善 
3.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
4.各㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡及び入学⪅あたりの合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

㈐任⪅:⇃取厚志㸦医⒪栄㣴学⛉㛗㸧 
分担⪅:太⏣伸⏕㸦⟶⌮栄㣴学専攻㛗㸧、三ᾆ俊宏㸦⟶⌮栄㣴学専攻教務委員㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸶年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1. 医⒪栄㣴学⛉内専攻合同

₇⩦授ᴗのᵓ⠏への取り⤌

み 

䠍. 学生䛜将来䛾医療人䛸䛧䛶䛾ぢ㆑䜢広䜑䜛ヨ䜏䛸䛧䛶䚸⟶理栄㣴学専攻䛸
⮫床検査学専攻䛛䜙䛺䜛特徴䜢生䛛䛧䚸⟶理栄㣴士䛸⮫床検査技師䛜共
䛻参加䛩䜛多⫋種䛻䜘䜛䝏䞊䝮医療䛷䛒䜛栄㣴䝃䝫䞊䝖䝏䞊䝮䠄NST䠅等䜢
㢟材䛻䛧䛶䚸両専攻䛾学生䛸教員䛜合同䛷実施䛩䜛演⩦授業䜢䚸木曜日
䠍㝈䛾活用等䛻䜘䜚実施䛩䜛䛯䜑䛾準備䛻着手䛩䜛䚹 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

⟶⌮栄㣴学専攻学⏕㸲年⏕による⮫床᳨査学専攻㸱年⏕への栄㣴指導を⾜って

いる。㸴月より実⾜中である。 

 

2.学⛉内の二専攻学⏕の┦互交ὶをάⓎにするため、ᵝ々な交Ḽ会を企⏬す
る。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 両専攻合同のスポーツ大会を⾜った。 
 
3.学⛉内の両専攻学⏕が、┦互に他の専攻の授ᴗを⫈ㅮすることを可⬟とす
る。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

本年度より両専攻学⏕が、┦互に他の専攻授ᴗを⫈ㅮできるようにした。 

2㸬教⫱内容の充実と教⫱方

ἲ・教授方ἲの改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.学年㐍⾜に応じた学⏕の学⩦に㛵するアウトカムを☜ㄆするためのアチ
ーブメントテストを導入する。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

㸷月に㸱年⏕を対㇟に実施予定である。他の学年については㡰ḟ導入を᳨
ウ中。 

 
2.⮫地実⩦のより有意⩏な実施に向けた支援を強化する。そのために、受け
入れ施タとのより⃰密な事前協㆟を図る一方、ὴ㐵学⏕の⩦⇍度の事前ホ
価と不㊊学⏕への教⫱⿵完を⪃慮する。 
□㐩成(100%) ◼︎ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  
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上記達成状況の具体的内容 

  受け入れ施タとの事前協㆟は図られているが、⩦⇍度の事前ホ価と不㊊学⏕への

教⫱⿵完は上グアチーブメントテストの⤖果を参⪃に⪃慮する予定である。 

 

3. 実⩦ヨ㦂の導入と拡大 
2017年度に導入した、実⩦のホ価ἲとしてのレポートに加えて実⩦ヨ㦂
実施を⥅⥆拡大し、学⏕の⮬Ⓨⓗ学⩦態度のᾰ㣴に努める。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

導入が᳨ウされた⏕化学実㦂、基♏栄㣴学実⩦については㐩成された。 
 
4. 学⛉内に教務委員会を❧ち上げ、㛵㐃するㄢ㢟について専攻を㉸えて共
有しながらゎỴを図る。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

  学⛉内教務委員会を❧ち上げた。 

3.学⩦支援と向学心の㧗揚 

 

 

 

 

 

 

1. 学⏕の将来キャリアプランニングの充実を┠ⓗとして、卒ᴗ⏕を含む学
内外の人を招いて、モチベーション向上に⧅がるような授ᴗ形式の懇ヰ会
を実施する。 
◼︎㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

懇ヰ会を実施した。 
 
2. 4年⏕以前のẁ㝵から㡰ḟ、国家ヨ㦂問㢟を供ぴし、修学期㛫の最低㐩成
┠ᶆに㛵して学⏕の⮬ぬを促す。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

㸱年ḟ後期に国家ヨ㦂㐣去問㢟に㛵㐃する問㢟をゎかせている。 
 
3. 国家ヨ㦂対⟇学⩦支援 
国家ヨ㦂対⟇としてᶍ擬ヨ㦂を⾜っているが、成⦼不振⪅㸦⣙ 10 名㹼15
名㸧について⿵ㅮを⾜い、また≉に成⦼が不振の学⏕については、保ㆤ⪅、
担任、専攻㛗、国家ヨ㦂対⟇担当教員による㠃ㄯを⾜って、問㢟Ⅼ、改善
Ⅼ➼指導するά動を⥅⥆する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

成⦼不振⪅の⿵ㅮを⾜なった。保ㆤ⪅を含む三⪅㠃ㄯを平成 30 年度に実
施し効果があったので、今年度も⥅⥆することにしている。 
 

4. 早期導入教⫱ 
1年⏕底力教⫱の⟶⌮栄㣴学専攻分において、⑓㝔、⚟♴施タ➼での⟶⌮
栄㣴士の仕事をぢ学し、向学心の㧗揚を┠指す。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

㕥㮵中央⥲合⑓㝔 および㸦ᰴ㸧ニュートリーにぢ学を実施した。 
 

5. リメディアル教⫱ 
㏆年の受㦂⪅数のῶ少から、今後入学⪅の学力レベル低下が予想される。
多くの 1 年⏕学⏕に早期にリメディアル教⫱が必せと思われるが、
e-learningもά⏝して、学⏕にリメディアル教⫱の参加を促し、出席≧ἣ、
学修到㐩度を㸯年⏕担任教員が把握する。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

入学┤後にヨ㦂を⾜い、不振学⏕についてリメディアル教⫱を⾜ってい
る。 
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4㸬合᱁⋡及び入学⪅あたり

の合᱁⋡の┠ᶆタ定とそ

の㐩成に向けた教⫱指導 

 

 

 

 

 

 

1. ⟶⌮栄㣴士国家ヨ㦂合᱁⋡の┠ᶆは100㸣とする。また、入学⪅あたりの
合᱁⋡は 90㸣を┠ᶆとする。これを㐩成するため、2017年度より㛤始し
た 4 年⏕前期の⥲合₇⩦Ⅱの国家ヨ㦂対⟇₇⩦への変更及び医⒪栄㣴学
≉別₇⩦㸦4年㏻年㸧における国家ヨ㦂対⟇を⥅⥆強化する。 
□㐩成(100%) ◼︎ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

国家ヨ㦂合᱁を┠指して㸲年⏕の指導を強化した。国家ヨ㦂合᱁は 100%
を㐩成できなかったが、対入学⪅ẚ⋡としては成⦼不振による␃年㸭㏥学
⪅を㝖外すれば┠ᶆをほぼクリアできた。 
 

2. 4年⏕に≉化して㐍めていた国家ヨ㦂対⟇を低学年のẁ㝵から㛤始する体
制を整える。国家ヨ㦂問㢟のうち既⩦⠊囲を3年⏕にもㄢして、⮬らの到
㐩度を☜ㄆさせ、さらに学⏕の⮬Ⓨⓗな国家ヨ㦂学⩦を促し、また支援を
⾜う。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

㸱年⏕にアチーブメントテストを実施予定㸦㸷月㸧である。 
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➨㸰㸫㸯期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦医⒪栄㣴学⛉・⮫床᳨査学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 

 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 

【基本方㔪:2】 

 国家㈨᱁ヨ㦂またはㄆ定㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

【中期ィ⏬】2018-2020年度 

1. ⟶理栄㣴学専攻䛸⮫床検査学専攻䛾合同演⩦授業䛾構⠏ 

2. 学⏕および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの更なる改善  

3. 効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 

4. 各㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡及び入学⪅あたりの合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

㈐任⪅:⇃取厚志㸦医⒪栄㣴学⛉㛗㸭⮫床᳨査学専攻㛗㸧 

分担⪅:吉子健一㸦⮫床᳨査学専攻教務委員㸧 

事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸶年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬⟶⌮栄㣴学専攻との合同₇

⩦授ᴗのᵓ⠏ 

 

 

1.学⏕が将来の医⒪人としてのぢ㆑を広めるヨみとして、⟶⌮栄㣴学専攻と⮫
床᳨査学専攻からなる≉徴を⏕かし、⟶⌮栄㣴士と⮫床᳨査技師が共に参加す
る多⫋✀によるチーム医⒪である栄㣴サポートチーム㸦NST㸧➼を㢟材にして、
両専攻の学⏕と教員が合同で実施する₇⩦授ᴗを、木曜日㸯㝈のά⏝➼により
実施するための‽備に╔手する。  
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

2019年度実施に向けて᳨ウ・‽備を⾜い、2019年 5月より⟶⌮栄㣴学専攻 4

年⏕が⮫床᳨査学専攻3年⏕に栄㣴指導₇⩦を実施している。 

 
2.学⛉内の二専攻学⏕の┦互交ὶをάⓎにするため、ᵝ々な交Ḽ会を企⏬す
る。 
■㐩成(100%)  □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

2018年⛅に両専攻合同の⌫技大会が実施された。2019年度も実施予定。 

 
3.学⛉内の両専攻学⏕が、┦互に他の専攻の授ᴗを⫈ㅮすることを可⬟とす
る。 
■㐩成(100%) □㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

2019年度より、⟶⌮栄㣴学専攻本の学⏕は⮫床᳨査学専攻の授ᴗ㸦2年ḟ㛤

ㅮの⮫床᳨査専㛛⛉┠㸧を、⮫床᳨査学専攻の学⏕は⟶⌮栄㣴学専攻の授ᴗ㸦ㄪ

⌮学、栄㣴教⫱ㄽⅠ、公⾗栄㣴学Ⅰ、⤥㣗⤒営⟶⌮ㄽⅠ㸧を⫈ㅮ可⬟とした。

そして2019年度前期のガイダンスでアナウンスした。 

 

2㸬学⏕および保ㆤ⪅の期待に

応えるための教⫱内容の充実

䠍. 各学年に、国家ヨ㦂に㛵㐃する基本ⓗ事㡯を中に、それまでに学⩦した
内容を⥲合ⓗに問う、アチーブメントテスト㸦学⩦㐩成度☜ㄆヨ㦂㸧を
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と教⫱方ἲ・教授方ἲの更な

る改善 

 

 

 

 

 

 

導入する。 
□㐩成(100%)  ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

ヨ⾜ⓗに 3年⏕に㝈定し 2019年度後期のアチーブメントテスト実施をアナウ

ンスした。そして、2019年度前期のガイダンスでヨ㦂⛉┠と⠊囲をアナウンス

した。後期ガイダンス㸦2019年9月12日㸧に実施予定である。 

  

䠎. ➨㸯期に引き⥅き、IR 推㐍室の分析報告に基づき、指導方ἲの改㠉・改

善に向けた᳨ウを⾜う。  
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

学⛉内教務委員会➼で 2017年度のゎ析⤖果を基に、より有⏝なゎ析内容・

方ἲについて᳨ウを⾜った。 

 

䠏. ➨㸯期における᳨ウ・‽備の下、本年度より実施される᳨体採取ᴗ務に
㛵するㅮ⩏・実⩦に㛵して、≧ἣをモニタリングし᳨ウを⾜う。 

2019年度より新たに始まる再⏕医⒪技⾡学㸦㸱年ḟ㸧、および 2020年度

より新たに始まる再⏕医⒪技⾡学実⩦㸦㸲年ḟ㸧の実施に向けた教⫱内

容や担当教員の具体ⓗな᳨ウを⾜う。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

᳨体採取ᴗ務に㛵するㅮ⩏・実⩦を実施した。その実⦼を基に、2019年度は

各教員が担当⛉┠に㛵して授ᴗ内容を改善している。 

再⏕医⒪技⾡学のㅮ⩏㸦㸱年ḟ㸧に㛵しては、シラバスを完成させた。再⏕

医⒪技⾡学実⩦㸦㸲年ḟ㸧は、2020年度夏の実施に向けて、専㛛ᴗ⪅の協力を

得てシラバス᳨ウした。 

 

䠐. 前㡯の「㸯㸬⟶⌮栄㣴学専攻との合同₇⩦授ᴗのᵓ⠏」は、本㡯にも含
まれる。 

□㐩成(100%)  ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

2019年度実施に向けて᳨ウ・‽備を⾜い、2019年5月より⟶⌮栄㣴学専攻4

年⏕が⮫床᳨査学専攻3年⏕に栄㣴指導₇⩦を実施している。 

 

䠑. まだまだ⑓態に㛵する▱㆑や意ḧが乏しいので、➨㸯期に引き⥅き、前
年度から始まった⮫床᳨査医学₇⩦㸦R-CPCを含む㸧の実施方ἲの改善に

向けて、授ᴗホ価を参⪃にして᳨ウを⾜う。 
■㐩成(100%)□ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

授ᴗホ価を参⪃にして学会に参加前のㅮ⩏で代ㅮㅰ性⑌患など各✀⑓態に

ついて基♏▱㆑を学ばせた後、学⏕から好ホである学会㸦2018年度は、中㒊圏

支㒊⮫床᳨査学会㸧参加を実施し、数ヶ月後の⮫床実⩦に向け、⑓態に㛵する

▱㆑を῝めると共に⑓態を学ぶ意ḧを㧗めた。 

 

䠒. 学⛉内に教務委員会を❧ち上げ、㛵㐃するㄢ㢟について専攻を㉸えて共
有しながらゎỴを図る。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

2018年度より学⛉内教務委員会を❧ち上げ、ẖ月㸯回会㆟を⾜った。2019年
度も⥅⥆中。 
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3㸬効果ⓗな学⩦支援と向学心

の㧗揚への取り⤌み 

 

 

 

 

 

 

㸯. ➨㸯期における᳨ウ・‽備の下、1年前期の医⒪人底力実㊶㸦基♏Ⅰ㸧で
の⑓㝔ぢ学に加え、OB・OG との意ぢ交換の場をタけ⮫床᳨査技師として

の将来像をイメージさせる。  
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

医⒪人底力実㊶㸦基♏Ⅰ㸧において、㕥㮵中央⥲合⑓㝔のぢ学、並びに1・

㸰期⏕のOG・OBとの意ぢ交換を実施した。 

 

㸰. 木㸯の時㛫➼を利⏝して、学内の教員や外㒊ㅮ師㸦各✀⌧場で働く⮫床
᳨査技師など㸧によるㅮ₇を中心とした、キャリアプランニング授ᴗの

ᵓ⠏について᳨ウを⾜う。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

以前⾜われていた⮫床᳨査専攻のキャリアプラン形成ㄽを参⪃に学⛉教務

委員会で᳨ウした。2019年度も引き⥆き᳨ウ中。 

 

㸱. ➨㸯期に引き⥅き、㸯㹼㸱年の後期⤊了時に⾜っている成⦼不振⪅に対
する二⪅ないし三⪅㠃ㄯで、IR 推㐍室の分析報告をά⏝し┠ⓗ意㆑・学

⩦意ḧを㧗めると共に、学⩦方ἲの指導・支援を⾜う。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

原⣭␃⨨⪅及びそれに‽ずる学⏕に対しては三⪅㠃ㄯ、その他の学⏕㸦成⦼

不振⪅㸸再ヨ㦂数の多い学⏕㸧➼に対しては二⪅㠃ㄯを⾜い学⩦方ἲの指導や

支援を⾜った。 

 

㸲. ➨㸯期に引き⥅き、㸱年⏕後期の⮫床᳨査医学₇⩦の授ᴗに三㔜┴医学
᳨査学会の参加を⤌み入れて、向学心を㧗める。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

2018年度は中㒊圏支㒊⮫床᳨査学会に㸱年⏕全員が参加し向学心を㧗めた。

同時に、有志10名は学⏕フォーラムでⓎ⾲を⾜い㧗いホ価を得た。 

4. 各㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡及び

入学⪅あたりの合᱁⋡の┠

ᶆタ定とその㐩成に向けた

教⫱指導 

⮫床᳨査技師国家ヨ㦂の⌧役受㦂⪅の合᱁⋡を100㸣に、入学⪅㸦㐍㊰変更を

㝖く㸧あたりの合᱁⋡を90㸣にタ定し、以下の取り⤌みを⾜う。 

㸯. 成⦼不振の学⏕に対しては、⿵ㅮや㠃ㄯといった人手による手厚いケア
を⾜い、モチベーションを含めて成⦼の向上を図る。  

□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) ■大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

2018年度の⌧役受㦂⪅の合᱁⋡がこれまでより大きくⴠち㎸んだことから、

受㦂対⟇に㛵して大幅な改善が必せである。専攻内で2018  

年度対⟇についての振り㏉り及び今後の対応について᳨ウを⾜った。各教⛉に

共㏻するᶆ‽ⓗかつ具体ⓗな教⫱ἲについて᳨ウ中。 

 

㸰. 成⦼中位以上の学⏕に対しては、ぬえた▱㆑をアウトプットするカ⦎を
⾜うツールとして、eラーニングシステムのᵓ⠏を㐍める。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

Ⲷὠ教授を中心に学⛉内教務委員会でも㆟ㄽしながら、そのᵓ⠏と有効利⏝

ἲについて᳨ウ・ヨ⾜している。 
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➨㸰㸫㸯期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦⌮学⒪ἲ学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨᱁ヨ㦂またはㄆ定㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018-2020年度 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの改善 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

3㸬合᱁⋡及び入学⪅あたりの合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

㈐任⪅:␊中Ὀ彦㸦⌮学⒪ἲ学⛉㛗㸧 
分担⪅: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸶年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方

ἲ・教授方ἲの改善 

 

 

 

 

  初年ḟ㸪基♏専㛛⛉┠㸦ゎ剖学㸪⏕⌮学㸪㐠動学㸧の到㐩┠ᶆを明♧し㸪
定期ⓗに到㐩度をチェック㸪学⏕にフィードバックする。 

 2019年度に向け㸪e-learningの導入を᳨ウする。 
 ドロップアウトが懸念される学⏕には㸪個別指導と同時に保ㆤ⪅にも㏻▱
する。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容  

ゎ剖学䛾䜰䝥䝸䜿䞊䝅䝵䞁䜢導入䛧䚸2019 年度䜘䜚ゎ剖学実⩦䛷使用䛩䜛䚹個別指導

䛿⥅⥆中䚹 

 
  指定つ則改定に対応するカリキュラム変更を‽備する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容  

変更䚸申ㄳ䜢⤊䛘䛯 

 
  ⛉┠「ロボットリハビリテーション₇⩦」の充実を図る。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容  

福祉用䚸単㛵⠇䛻加䛘䚸⭜用HAL䜢導入䛧䛯 

 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

 

 

 

 

 

 

  1㸪2年ḟに⮫床ぢ学㸪㞀がい⪅スポーツイベント㸪学会参加を㏻じ㸪将
来の⫋域㸪リハビリテーションへの⌮ゎを῝めさせる。同時に学⏕⮬㌟の
将来像の具体化㸪動ᶵ付けを図る。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容  

䛩䜉䛶䛾䝥䝻䜾䝷䝮䜢実施䛧䛯 

 
  上⣭⏕の実⩦ぢ学㸪モデル参加を㏻じて㸪基♏医学の㔜せ性㸪⌮学⒪ἲ
士の㈨㉁への⌮ゎを῝めさせる。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容  

1年生全員䛾参加䛾下䚸実施䛷䛝䛯。 
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3.合᱁⋡及び入学⪅あたりの

合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩

成に向けた教⫱指導 

 

 

 

 

 

 

国家ヨ㦂合᱁⋡の┠ᶆ値は90㸣、入学⪅あたりの合᱁⋡は80㸣とする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

国家ヨ㦂合格率 100䠂䚸入学⪅䛒䛯䜚䛾合格率䛿 90䠂 

 
 定期ⓗなᶍヨの実施と成⦼不Ⰻ⪅に対するフィードバックにより㸪学⏕⮬
㌟に国家ヨ㦂合᱁に必せな⬟力と⌧≧のギャップをㄆ㆑させる。成⦼不Ⰻ
⪅の多くは学⩦ィ⏬㸪実⾜㸪振り㏉り㸪再ィ⏬の㐣⛬全てが不十分なため㸪
全ての㐣⛬で助ゝ㸪指導する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

䛩䜉䛶䛾䝥䝻䜾䝷䝮䜢実施䛧䛯 

 
 ㏆年㸪成⦼不Ⰻ⪅以外にも国家ヨ㦂で不合᱁⪅がみられる。ᴟ度の⥭張の
ため㸪実力がⓎ揮できないため㸪メンタルトレーニング指導を実施する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容  

䛩䜉䛶䛾䝥䝻䜾䝷䝮䜢実施䛧䛯 
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➨㸰㸫㸯期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦医⒪⚟♴学⛉・医⒪⚟♴学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨᱁ヨ㦂またはㄆ定㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018-2020年度 
1.実㊶力を備えたソーシャルワーカー㣴成のための教⫱内容の充実と教⫱方ἲの更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡及び入学⪅あたりの合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

㈐任⪅:佐々木信也㸦医⒪⚟♴学⛉㛗㸭医⒪⚟♴学専攻㛗㸧 
分担⪅: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸶年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方ἲ

の更なる改善 

 

 

 

 

 

医⒪ソーシャルワーカー、⢭⚄⛉ソーシャルワーカー、スクールソーシャ
ルワーカー、コミュニティソーシャルワーカー、地域包括支援センターや⾜
政ᶵ㛵のソーシャルワーカーとしてά動する人材を⫱成するため以下のこと
に取り⤌む。 
①⑓Ẽや㞀害を抱える本人や家族をはじめ、地域の⏕ά困❓⪅や♫会ⓗに孤
❧している人々を支援するため、アセスメントからモニタリングに⮳る一㐃
の┦ㄯ援助プロセスを⌮ゎし PDCAサイクルに即して実㊶できるように、┦
ㄯ援助に㛵わるㅮ⩏⛉┠と₇⩦⛉┠の㐃携を強化し、▱㆑と技⾡の一体化を
図る。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

┦ㄯ援助₇⩦Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳおよび┦ㄯ援助の⌮ㄽと方ἲⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、さらに⢭

⚄保健⚟♴援助₇⩦㸦専㛛㸧Ⅰ、Ⅱをとおして、インテークからアセスメント、介入

とモニタリングの方ἲを学修し、ロールプレイや事例᳨ウによって、♫会⚟♴学の▱

㆑・技⾡の一体化を図った。 

 
②地域♫会とのつながりを㔜どし、㕥㮵市人ᶒセンター、BBS会、てんかん
協会やパーキンソン⑓➼の当事⪅会、ᱜの᳃ⓑ子ホームなどの♫会⚟♴施タ
におけるボランティアά動➼を㏻して、⚟♴ニーズを⫙で感じ取るととも
に、地域⚟♴ィ⏬や㧗㱋⪅・㞀害⪅・児❺などの各分㔝の⚟♴ィ⏬の❧᱌お
よびホ価に参⏬するなどして、⚟♴実㊶の⌧場と学問とが⼥合した⎔境でソ
ーシャルワークの展㛤が学べるようにする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 㕥㮵市人ᶒセンター、BBS会、日本てんかん協会三㔜┴支㒊、日本パーキンソン⑓友の
会三㔜┴支㒊➼の当事⪅団体、ᱜの᳃ⓑ子ホームなどの♫会⚟♴  施タ➼への定期ⓗ

な⾜事に数多く参加し、そこで出会った当事⪅の方々の⏕  ά上のニーズや♫会にお

けるㄢ㢟をとおして専㛛⫋に必せな⚟♴マインドを  感じることができた。また、♫

会でά㌍する卒ᴗ⏕の先㍮がともに参加していたため、⮬らの将来の専㛛⫋像を⠏き

上げるᶵ会となった。また、┦ㄯ援助実⩦、⢭⚄保健⚟♴援助実⩦、医⒪ソーシャル

ワーク実⩦をとおして㧗㱋⪅・㞀害⪅㸦㌟体・▱ⓗ・⢭⚄㸧・児❺・患⪅㸦㞴⑓・ガン

➼㸧のアセスメントや個別支援ィ⏬の❧᱌を⤒㦂することができた。 
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③ロールプレイや事例᳨ウなどを多く取り入れ、アセスメント力とコーディ
ネート力を㌟に付けたソーシャルワーカーとしての実㊶力を㧗めるため、わ
かりやすい㛵係㈨料を学⏕の到㐩度に応じて提♧するなど、きめ⣽やかな対
応をしていく。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 授ᴗにおけるテキスト、参⪃書、㈨料から⌧実ⓗに⪃えられる事例を数多く  取り上

げ、全景にとらわれることなく、むしろ当事⪅本人にとっての⫼景に↔Ⅼを当てたア

セスメント力をᾰ㣴することを┠ⓗに⧞り㏉し指導を⾜った。なお、授ᴗ㈨料は各教

員が学⏕にとってどぬⓗにも⌮ゎしやすく工夫を凝らして作成したものを使⏝した。 

 
④ゼミ単位でアクティブラーニングによる♫会㈉⊩ά動に取り⤌み、学⏕の
⯆味の幅を広げるとともに主体ⓗな取り⤌みと⾜動力を㣴う。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 各ゼミ担当教員が学⏕に対して指導を⾜った上で、人ᶒセンターでのボラン  ティア

ά動や▹ṇ施タ➼の♫会ぢ学、さらには㧗㱋⪅施タでのレク担当、当事⪅団体⾜事に

おけるレク担当など、アクティブラーニングによる♫会㈉⊩ά動を✚ᴟⓗに⾜った。 

 

⑤㞀害学⏕に対する教⫱⎔境の改善に取り⤌み、共⏕♫会の実⌧に㈉⊩する
ソーシャルワーカーの㣴成を┠指す。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 学⏕の中には、㞀害を㌟に㈇っている⪅も存在する。その学⏕が、意⩏῝い  キャン

パス⏕άを㏦ることができるように、ㅮ⩏においては合⌮ⓗ㓄慮に㛵  する授ᴗを各

教員が⾜い、「ひとの悲しみや⏕きづらさ」に共感し協働することができる専㛛⫋の⫱

成を心がけた。学⏕は、互いに支援する内容をᶍ⣴しながら共⏕♫会の本来のあり方

にẼがつく⤒㦂をすることができた。 

 

2㸬効果ⓗな学⩦支援と向学心

の㧗揚への取り⤌み 

 

 

 

 

 

 

学⏕の学力の差を⦰め、⌮ゎ力に応じた丁寧な学⩦支援を┠指し以下のこ
とに取り⤌む。 
①国家㈨᱁の指定⛉┠に㛵して、ㅮ⩏⛉┠についてはテキストを⏝いた予⩦
を推奨し、₇⩦⛉┠については振り㏉りの復⩦を強化する。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

国家ヨ㦂⛉┠の予⩦、復⩦について、担当教員はそれぞれㄢ㢟を出して学  ⏕に取り

⤌ませている。8㹼9割の学⏕はㄢ㢟に┿㠃┠に取り⤌むが、国家ヨ㦂対⟇にやや出㐜

れる傾向を♧す学⏕が存在するため、指導に工夫を加えることがㄢ㢟としてṧった。 

 
②先㍮や♫会人で実㝿にソーシャルワーカーとして勤務している人のヰや、
施タや♫会⚟♴協㆟会などでの┦ㄯ援助実⩦やフィールドワークを㏻して、
⚟♴⌧場やソーシャルワークへの⯆味㛵心を引き出し、早くから対人援助⫋
のイメージ化を図る。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

1年ḟから 4年ḟまで、多くの⛉┠で卒ᴗ⏕ほかソーシャルワークの⌧場に勤務する

⫋員を≉別ㅮ師として採⏝し、また実㝿のフィールドに出向いて⌧地で指導を受ける

取り⤌みを⥅⥆している。そのことにより、多くの学⏕が将来の㐍㊰を具体ⓗに描く

ことができるようになった。 

 
③専㛛⫋団体㸦♫会⚟♴士会・⢭⚄保健⚟♴士協会・医⒪ソーシャルワーカ
ー協会➼㸧との㛵わりを῝め、多ᵝ化し変化していく⚟♴ニーズをいち早く
把握し対応していく実㝿のソーシャルワーカーの姿を学べるようにする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 教員と┴内専㛛⫋団体との㛵係はᴟめて῝くⰋ好であり、交ὶもάⓎである。  各団
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体から、◊修やグ念ㅮ₇のㅮ師依㢗を教員が受けるᶵ会が多く、学⏕も専㛛⫋団体の

学⏕会員としてⓏ㘓をして、専㛛⫋団体が主催する◊修会に参加している。さらに、

教員の引⋡のもと3、4年⏕は┴内外の医⒪ᶵ㛵㸦一⯡⑓㝔・⢭⚄⛉⑓㝔㸧へのぢ学◊

修を年に数回⾜うことをとおして専㛛⫋の役割と患⪅・家族のおかれている⌧≧を学

んでいる。 

 
④地域の㈋困やネグレクト、ᶒ利侵害や⹢待に対する敏感な感ぬを㣴い、ボ
ランティアやインフォーマルサービスなどをネットワーク化していく体㦂
を増やす。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

全教員が、㈋困、ネグレクト、ᶒ利侵害、⹢待などの♫会⚟♴のテーマを授ᴗや₇⩦

で取り上げており、人ᶒ感ぬの㗦敏さは培われている。ただ、地域内でネットワーク

化を⠏く体㦂をさせるㄢ㢟は㞴しい㠃があるとともに今後のㄢ㢟でもある。 

 
⑤ICT のά⏝や学⏕との個別㠃ㄯにより、学⩦方ἲの┦ㄯにのり就学上のㄢ
㢟ゎỴに取り⤌むとともに、成⦼不Ⰻ⪅については学⩦意ḧの向上にむけて
保ㆤ⪅との㐃携を強化する。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

ICT のά⏝、学⏕との個別㠃ㄯによって、学⩦方ἲについての学⏕のニーズには応え

ることができている。成⦼がⰾしくない学⏕や学⩦意ḧの乏しい学⏕の保ㆤ⪅との㐃

⤡は密にとれているが、その改善を図るには工夫を必せとする。 

3㸬合᱁⋡及び入学⪅あたりの

合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩

成に向けた教⫱指導 

 

 

 

 

  本学⛉卒ᴗの➨㸯期⏕から 10期⏕までの 10年㛫の♫会⚟♴士国家ヨ㦂の
平均合᱁⋡は 57.4㸣㸦全国 27.0㸣㸧、⢭⚄保健⚟♴士は本学 79.9㸣㸦全国
60.8㸣㸧であり、卒ᴗ⪅ 531 名のうち卒ᴗ時Ⅼでの♫会⚟♴士合᱁⪅は 189
名㸦35.6㸣㸧、⢭⚄保健⚟♴士合᱁⪅は 73 名㸦13.7㸣㸧となっており、全国
ⓗにも㧗Ỉ‽の合᱁⋡となっている。今後もこのỈ‽を⥔持するため以下の
ことに取り⤌む。 
①♫会⚟♴士国家ヨ㦂合᱁⋡の┠ᶆ値を60㸣、⢭⚄保健⚟♴士合᱁⋡の┠ᶆ
値を80㸣とする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

3年⏕の時Ⅼから受㦂┤前に⮳るまでの㛫、15回のᶍ擬ヨ㦂を㏻して学⩦≧ἣの把握

を⾜い、それにより合᱁可⬟性を㧗めるかかわりを国家ヨ㦂対⟇委員及びゼミ担任よ

り個別に㛵わることで、┠ᶆ㐩成を実⌧した。 

 
②入学⪅あたりの♫会⚟♴士の合᱁⪅を 40㸣、⢭⚄保健⚟♴士の合᱁⪅を
20㸣とする。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

4年⏕の 4月時Ⅼでのᶍヨ┤後より個別㠃ㄯを実施し、就⫋や㐍㊰希望と併せて国家

ヨ㦂受㦂希望の有↓を☜ㄆしたうえで、㐍㊰意向に応じて受㦂希望学⏕に対しては、4

月以後の受㦂に向けた勉学方ἲや日常⏕άリズム➼の指導を⾜った。以後、合否可⬟

性の分析⤖果を基に必せに応じて個別に㠃接を実施し、最⤊ⓗな㐍㊰☜ㄆと国家ヨ㦂

受㦂の最⤊意思☜ㄆを⾜った。 

 
③全国レベルのᶍ擬ヨ㦂5回と学内でのᶍ擬ヨ㦂4回を3年ḟから⾜ない、
その⤖果をデータ化し個別㠃ㄯにおいて学⩦成果の☜ㄆにάかす。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

3 年ḟより、ᶍ擬ヨ㦂⤖果をもとに全⯡ⓗなゎㄝを国家ヨ㦂対⟇の授ᴗ内で⾜った。

合᱁可⬟性の㧗低に応じて、ゼミ担任や国家ヨ㦂対⟇委員から必せに応じて個別に≧

ἣ☜ㄆと学⩦指導を⾜った。 

 
④学内教員全員で国家ヨ㦂対⟇ㅮ座を分担するとともに、東京アカデミーに
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よる⿵㊊ㅮ座を4年ḟに実施する。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

「学内教員全員で国家ヨ㦂対⟇ㅮ座を分担」は⾜えた。「東京アカデミーによる⿵㊊ㅮ

座」については、4 年ḟに実施は出来たものの、受ㅮ人数に寡少化の㛵係で受ㅮ料㧗

㦐を伴うこともあり、「夏季と受㦂┤前」の㞟中ㅮ⩏型での実施にならざるを得なかっ

た。それでも受ㅮ学⏕からは「学⩦効果があった」旨の声は⫈くことができた。 

 
⑤学⏕の到㐩≧ἣについて保ㆤ⪅へ㏻▱し、到㐩度が低く学⩦意ḧのない⪅
には三⪅㠃ㄯを実施するなど、保ㆤ⪅の協力をせㄳする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

対㇟学⏕は 1名であったが、ゼミ担任教員より数回保ㆤ⪅を交えて、㠃ㄯ・㟁ヰ㐃⤡

を㏻して協㆟を⾜った。㸦⤖果としては保ㆤ⪅の意向で受㦂したが、想定㏻り⤖果は不

合᱁であった。㸧 

 

⑥学⏕の⮬主ⓗな国家ヨ㦂の㐣去問㢟への取り⤌みを促すとともに、日㡭か

ら指定⛉┠の授ᴗをしっかりと学⩦し幅広い▱㆑の⋓得に務めるように⤯

えず呼びかけていく。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

ゼミ担任・有志教員で個別に「塾」形式の対応を実施し、「㐣去問㢟や教員作成の想定

問㢟」への取り⤌みを実施し、┤接指導または㹃メールや㹑㹌㹑➼の㏻信手ẁを㏻し

た㉁␲応⟅による学⩦支援対応を図った。 
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➨㸰㸫㸯期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦医⒪⚟♴学⛉・⮫床心⌮学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨᱁ヨ㦂またはㄆ定㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018-2020年度 

1 学㒊教⫱と大学㝔教⫱の㐃⤖。≉に学㒊教⫱について 

2㸬学㒊教員と大学㝔教⫱の㐃⤖。≉に大学㝔教⫱について 

㈐任⪅: 佐々木信也㸦医⒪⚟♴学⛉㛗㸧 
分担⪅: 今井晥弌㸦⮫床心⌮学専攻㛗㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸶年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬学㒊教⫱と大学㝔教⫱の㐃

⤖。≉に学㒊教⫱について 

 

 

 

 

 

公ㄆ心⌮師・⮫床心⌮士㣴成を主とした本専攻は、大学㝔⏕に、大学㝔修
了時をおける大学㝔⏕の姿を明☜にする必せがあります。それには、⮫床実
㊶に㐺った援助姿勢と技ἲを㌟につけることと、そのバックボーンとなる
ᵝ々な⌮ㄽを学ぶことです。 
まず学㒊ẁ㝵では、当事⪅の⏕≀・心⌮・♫会ⓗどⅬから⌮ゎするための
⌮ㄽを学び、学㒊ẁ㝵で㌟につけるべき実㊶⬟力を㌟につける必せがありま
す。 
以上のことについて、本学ではどの⛬度まで⌮ゎさせ、実㊶させるのかに
ついて、専攻内の教員㛫で☜ㄆします。 
□㐩成(100%) ●ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

公ㄆ心理師㣴成䜹䝸䜻䝳䝷䝮䜢改正䛧䚸䠏年生䛻䛿⮫床心理実㊶演⩦䚸䠐年生䛻䛿䠎䝁

䝬⥆䛝䛾⮫床心理学演⩦䛾科目䜢タ⨨䛧䛶䛔䜎䛩䚹䛥䜙䛻䠐年生䛾䝁䝭䝳䝙䝔䜱䞊心理学

䛾内容䜢䜘䜚実㊶的䛺䜒䛾䛻䛧䜎䛧䛯䚹䛭䛾⤖果䚸学㒊段㝵最⤊学年䛾䠐年生䛻䛚䛡䜛

ㅮ⩏毎䛾小䝺䝫䞊䝖䠄⮫床心理学演⩦䚸䝁䝭䝳䝙䝔䜱心理学䠅䛻䜘䜛䛸䚸学生䛯䛱䛾実㊶的

䛺学䜃䛸理ゎ力䛜格段䛻増䛧䛶䛔䜛䛣䛸䛜伺䛘䜎䛩䚹 

2㸬学㒊教員と大学㝔教⫱の㐃

⤖。 

≉に大学㝔教⫱について。 

 

前㏙したことは、大学㝔修了時における大学㝔⏕の姿を明☜にする必せが
あります。 
 ⌧在、大学㝔⏕はこころの┦ㄯ室において、教員・カウンセラーによる具
体ⓗな指導のもとで、⮫床実㊶を学び始めました。 
大学㝔修了時に、㝔⏕がどこまで成㛗するのかについて᳨ウします。 
㐩成(100%) ●ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

⮫床心理学専㛛教員䠄昨年度䠑名䚸今年度䠓名䠅䛻䜘䜛䛣䛣䜝䛾相ㄯ䝉䞁䝍䞊䜹䜴䞁䝉䝸

䞁䜾䜢大学㝔生䛻㝙席䛥䛫䛶䜹䜴䞁䝉䝸䞁䜾䛾実㝿䜢生䛷ぢ䛫䛶䚸䛭䛾上䛷子䛹䜒䜢大

学生䛜䝥䝺䜲䝉䝷䝢䞊䜢䛧䚸教員䛿䛭䛾ぶ䛾䜹䜴䞁䝉䝸䞁䜾䜢実施䛧䛶䛔䜎䛩䚹䛣䛾䛣䛸䛜

好⤖果䜢産䜏䚸修士䠎年生䛾実㊶⬟力䛾向上䛻䛿㦫䛟䜀䛛䜚䛷䛩䚹教員䛻䜘䜛䜹䜴䞁䝉䝸

䞁䜾場㠃䜢㝔生䛻ぢ䛫䛶䚸䛭䛾上䛷教員䛸大学生䛜䜽䝷䜲䜶䞁䝖ぶ子䜢分担䛧䛶支援䛧䚸

䛭䜜䜢䜒䛸䛻䛧䛯指導䠄䝇䞊䝟䞊䝡䝆䝵䞁䠅䜢⾜䛖カ⦎䝅䝇䝔䝮䛾充実䛿他大学䛻䛿ぢ䜙䜜

䛺䛔䜒䛾䛷䛩䚹䛣䛾カ⦎䝅䝇䝔䝮䜢⾜䛖䛻䛿䚸教員䛻䜘䜛多大䛺時㛫䛸䜶䝛䝹䜼䛜必せ䛷

䛩䚹現在䠍䠎䠌校䜢㉸䛘䜛公ㄆ心理師䞉⮫床心理士㣴成大学䛿䠍䠎䠌校䜢㉸䛘䛶䛔䜎䛩䛜䚸

他䛾䛹䛣䛾大学㝔䜒実施䛷䛝䛶䛔䛺䛔䛸⪃䛘䜙䜜䜎䛩䚹 
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➨㸰㸫㸯期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦㙀⅍サイエンス学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨᱁ヨ㦂またはㄆ定㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018-2020年度 
1.学⏕および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡及び入学⪅あたりの合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

㈐任⪅:山本晃久㸦㙀⅍サイエンス学⛉㛗㸧 
分担⪅:㧘木久代、す村 ⏥、ᾆ⏣ ⦾、廖 世新、㕥木 ⪽、本⏣㐩朗、Ỉ㔝ᾏ㦐、張 文平、㛗岡伸征、㧘
木 健 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸶年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方 

ἲ・教授方ἲの改善 

 

 

 

 

 

㸯 キャリア教⫱の充実のため、推㐍体制をᵓ⠏。 
①専㛛教⫱のため新タした「㙀⅍へのㄏい」の時㛫数を増加し、㙀⅍師の
⫋ᴗほや将来像のᾰ㣴を┠ᶆとして教授する。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 㙀⅍師および医師教員全員で担当した。㙀⅍師となるあるいは東ὒ医学を
することになったきっかけや⤒⦋を⤂介しながら、伝⤫医学・東ὒ医学・ス
ポーツ・⨾容・中医師・₎方・⤫合医⒪・ᾏ外の㙀⅍・・⸆⮃・␃学などの
テーマに基づき、Ṕ史・⌧≧・将来像についてゎㄝした。 
 
②キャリア教⫱ㅮ₇を年1回㛤催する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

卒ᴗ⏕㸯期の㕥木かおり先⏕、山形⏤グ先⏕、㸲期の小川新平先⏕、▼山Ⰻ
平先⏕を㏄えて、㸳月に◊修会を実施した。㛤ᴗ・勤務⪅・スポーツそれぞ
れの体㦂ㄯをㅮ₇してもらい、有意⩏なキャリア◊修会となった。 
 
③キャリアプランを作成させ、個人㠃ㄯでの助ゝ・指導にάかす。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

㸯年⏕の「㙀⅍へのㄏい」において、キャリアデザインについてゎㄝし、学
⏕にタィさせてⓎ⾲会を実施した。 
 
㸰 ⮫床実⩦の㔞の拡充と㉁の向上のため、下グぢ学実⩦を実施。 
①ᱜの᳃ⓑ子ホーム。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

2年⏕を対㇟に㸪平成30年10月 19日㹼12月21日の期㛫中8回㸦2名1⤌㸧
実施した。施タ担当⪅の⋤᱇㬅Ặ㸦本学⛉卒ᴗ⏕㸸㙀⅍師㸧のᴗ務内容をぢ
学、介ㆤ⚟♴施タのᴫせや勤務する㙀⅍師のᴗ務内容・役割を学修した。 
 
②三㔜大学医学㒊㝃属⑓㝔㯞㓉⛉㸦⤫合医⒪・㙀⅍外来㸧。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  
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上記達成状況の具体的内容 

今年度は、4年⏕8名に対して平成30年6月25日、7月2日、3日の3日㛫
実施した㸬三㔜大学⑓㝔のᴫせと⑓㝔内おける㙀⅍の役割、受付から㙀⅍἞
⒪受デまでのὶ、㙀⅍外来἞⒪の実㝿についてぢ学学⩦を⾜った。 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

 

 

 

 

 

㸯 個人㠃ㄯ 
担任による反復した㠃ㄯを実施し、常に学⩦≧態、⏕ά≧ἣなど 

の情報を収㞟しながら学⏕とのコミュニケーションをḞかさないようにす
る。成⦼不Ⰻ⪅に対する学⩦改善だけでなく、⮬主性や向上心を持てるよう
に手厚い指導を⥅⥆する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

授ᴗ態度・修学≧ἣ・成⦼などの情報に基づいて、早期から実施。反復して
㠃ㄯを⾜った。 
 
㸰 意ḧ向上・交ὶ促㐍のため、レクリエーションを企⏬ 
  ⌫技大会、取✰大会㸦ツボの位⨨や暗唱を➇い合う㸧を実施。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

7月に⌫技大会、10月に取✰大会を実施㸬大変┒り上がり㸪SNSにて 
その≧ἣをⓎ信した。 

3㸬合᱁⋡及び入学⪅あたりの

合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成

に向けた教⫱指導 

 

 

 

 

 

 

㸯 ┠ᶆ 
  合᱁⋡100㸣 
  入学⪅あたりの合᱁⋡80㸣を┠ᶆとする。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%)■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

受㦂⪅合᱁⋡は、はり師96㸣、きゅう師100㸣であったが、入学⪅あ 
たりの合᱁⋡は71㸣と┠ᶆには㐩しなかった。 
 
㸰 指導内容 
  教員が、学⏕全員を合᱁に導く⇕意とẼᴫを持ち、下グ指導を徹底する。 
 ①1 年ḟより国家ヨ㦂への危ᶵ感を㧗め、出㢟傾向を意㆑した授ᴗを実施

する。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

国ヨ㛵㐃⛉┠の担当教員は、出㢟傾向を意㆑した授ᴗを心がけてい 
るが、危ᶵ感の持⥆ができる学⏕、そうでない学⏕、ᵝ々であった。 
   
②㛵㐃⛉┠の期末ヨ㦂は、国ヨ㐣去問㢟とオリジナル問㢟でホ価する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

ẚ⋡や形式については各教員に任せている。ヱ当⛉┠はこの内容でホ 
価できている。 
   
③対⟇授ᴗの指導を強化し、せⅬ文㞟をẁ㝵ⓗに暗グさせ、全て暗グする
まで☜ㄆヨ㦂を⧞り㏉す。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

3年⏕、4年⏕の対⟇授ᴗで実施。さらに4年⏕において個別対応で 
口㢌ヨ問を⧞り㏉し実施した。 
④成⦼不振⪅を月1回のᶍ擬ヨ㦂の⤖果から抽出し、対⟇授ᴗとは別に⿵
ㅮを実施する。⿵ㅮではẖ回、ㄢ㢟を暗グさせ、口㢌ヨ問によりアウト
プットさせる。これを反復学⩦することにより、⩦慣と▱㆑を定╔させ
る。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 
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4年⏕を対㇟に実施。反復学⩦の⩦慣に効果ⓗであった。 
 

⑤モチベーション⥔持・向上のために、定期ヨ㦂後や⿵⩦⤊了後に個別㠃
ㄯを⾜い、学⏕を叱咤⃭励しながら国家ヨ㦂まで一⥴に取り⤌んでい
く。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

定期ヨ㦂後や⿵⩦⤊了後のみならず、授ᴗ態度・修学≧ἣなどの情報を得て、
㝶時実施した。 
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➨㸰㸫㸯期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦⮫床工学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨᱁ヨ㦂またはㄆ定㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018-2020年度 
1.学⏕および♫会の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡及び入学⪅あたりの合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

㈐任⪅:㔝原敦㸦⮫床工学⛉㛗㸧 
分担⪅: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸶年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱  

 方ἲ・教授方ἲの改善 

 

 

 

①学⛉内教⫱・教務委員を㑅任し、教⫱・教務ᴗ務の強化を図る。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

学⛉内教⫱・教務委員会がⓎ㊊し、✌働した。 
 
②2017年度から㛤ㅮした4年前期・後期に㛤ㅮされる学⛉全教員による≉別
₇⩦⛉┠の充実を図る。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

学⛉全教員により、前期㸰⛉┠34コマ、後期㸰⛉┠30コマを国家ヨ㦂対
⟇として割り当て実施した。 

 
③学修サポートシステムの教員ά⏝を㐍める。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

新学修支援システムの導入に向け、ά⏝方ἲの᳨ウを㐍めた。 
 
④⮫床実⩦前に㝔内コミュニケーションや実⩦報告書作成、実⩦時の日常⏕
άについて⿵ㅮを⾜う。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

⮫床実⩦前に⮫床実⩦対⟇及び学⏕1名に対して教員2名で個別㠃ㄯを⾜
い、⮫床実⩦に対する指導また学⏕の意ぢを⪺くᶵ会をタけた。 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

 

 

①医⒪⌧場や企ᴗでά㌍する本学⛉卒ᴗ⏕による⌧場⤒㦂と㈨᱁取得やそ
の学⩦ἲについてのプレゼンテーションを⾜い、学⏕の将来像ᵓ⠏とモチ
ベーションの向上を図る。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

㸯年⏕㸦加えて㸲年⏕の希望⪅㸧を対㇟に㸰名の卒ᴗ⏕による≉別ㅮ₇を

実施した。 

 
 
②GPAに基づき学⩦指導ィ⏬を図る。 
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□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

ガイダンス時にGPAについて周▱し、㸲年⏕についてはクラス別教⫱の㝿
の⦅成に利⏝した。 

 
③⮫床実⩦㸦期㛫中を含む㸧に向けて、学⩦およびメンタル㠃のサポートを
⾜う。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

⮫床実⩦㛤始前に、⮫床工学技士実⤒㦂⪅を中心に㠃ㄯを実施し、実⩦前
の学⩦≧ἣ、実⩦意ḧ☜ㄆ、実⩦中へ不安などの⪺き取りを⾜った。さら
に、⮫床実⩦中の㸯㐌┠㸲㐌┠に㠃ㄯを⾜い、実⩦中に困ったⅬを⪺き取
った。 

 
④ボランティアά動情報を提供する。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

ガイダンスとㅮ⩏中にボランティアά動についてㄝ明を⾜い、◊✲厚⏕Ჷ

4F掲♧板にά動情報を掲♧し、ボランティアセンターに未Ⓩ㘓の学⏕にも

情報を㜀ぴ可⬟とした。 

 

3㸬合᱁⋡及び入学⪅あたりの

合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成

に向けた教⫱指導 

 

①新卒学⏕の 100%合᱁を┠指し、入学⪅あたりの合᱁⋡の┠ᶆタ定として
90%を┠指す。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

新卒合᱁⋡97.6㸣で、新卒㸩既卒で91.1%であった。 

 
②合᱁ラインへの到㐩に向け、国家ヨ㦂対⟇⿵ㅮ出席を促し、㢖出問㢟のポ
イントを指導し、必㡲基本問㢟を⧞り㏉し⾜う。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

学⛉教員全員が担当分㔝の出㢟傾向を把握して作成した国ヨハンドブッ
クを使⏝し⿵ㅮに取り⤌んだ。 

 
③国家ヨ㦂サポートソフトウエアの教員ά⏝を㐍める。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

国家ヨ㦂サポートソフトウエアを更新・最新∧とした。教員のά⏝は20㸣
⛬度にとどまっており、今後さらにά⏝を推㐍する。 

 
④国家ヨ㦂全国⤫一ᶍ擬ヨ㦂の3年ḟからの受㦂を促し、早期より国家ヨ㦂
への意㆑を㧗める。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

本学⛉3年38名/40名が受㦂をした。早期より国家ヨ㦂に対する意㆑を㧗
めることができ、学⏕の国家ヨ㦂に対する▱㆑の⌮ゎ度を把握することが
できた。 

4.学⏕☜保の取り⤌み 

 

 

 

 

①オープンキャンパスでの在校⏕の参加をすすめ、本学⮫床工学⛉パンフレ
ットの㓄布及び⮫床工学技士ᴗ務についての㹂㹔㹂や㡺布品の㓄布を⾜
う。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

㛤催された全てのオープンキャンパスで本学⮫床工学⛉パンフレットの

㓄布及び⮫床工学技士ᴗ務についての㹂㹔㹂や㡺布品の㓄布を⾜った。 
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②㧗校への出張授ᴗや大学⤂介イベントへの参加をすすめる。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

大垣す㧗校やセントヨゼフ㧗校での授ᴗを⾜った。 

 
③⮫床工学技士⤂介イベントへの大学学⛉⤂介ブースでの参加をすすめる。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

小・中・㧗校⏕対㇟の⮫床工学技士を⤂介するイベントにおいて、⮫床工
学技士㣴成校として参加をして、⮫床工学技士及び本学の⤂介をおこなっ
た。 
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➨㸰㸫㸯期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦医⏝情報工学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨᱁ヨ㦂またはㄆ定㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018-2020年度 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの改善 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

3. 合᱁⋡及び入学⪅あたりの合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

㈐任⪅:山本晧二㸦医⏝情報工学⛉㛗㸧 
分担⪅: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸶年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方 

ἲ・教授方ἲの改善 

 

 

 

1. 入学後の早いẁ㝵で個々の学⏕の≉徴を把握し、その情報を全教員で共
有することにより2年ḟ以㝆に始まる個々の学⏕の個性を伸ばす少人数

グループ教⫱へと⧅げる。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%)□㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

個性䜢伸䜀䛩少人数教⫱䛿䠍年次後期䛛䜙䠎年次䛾前期䞉後期䚸䛭䛧䛶䠏

年次䛾前期䞉後期䛻⾜䛳䛯䚹 

 

2. 卒ᴗ⏕などの外㒊ㅮ師によるㅮ₇、上位学年による各✀の成果Ⓨ⾲会へ
の下位学年の参加など、⮬分の将来についての具体像を学⏕にẼ付かせ

るᶵ会をさらに充実させる。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

底力教⫱䛾学科枠䚸䛺䜙䜃䛻䚸䠎年生医療情報䝉䝭䝘䞊䊡䛺䛹䛷外㒊ㅮ

師䚸卒業生䛻䜘䜛ㅮ演䜔上位学年䛸䛾交流䜢⾜䛳䛯䚹䜎䛯䚸䠏年生䛻䜘䜛

病㝔実⩦報告会䛾内容䜢䠎年生䛻⪺䛛䛫䜛䛺䛹䛾企画䜢実現䛥䛫䛯䚹 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

 

 

 

 

 

1. 少人数グループ教⫱を㏻じてどんなことでもẼ㍍に┦ㄯできる教師と
学⏕㛫の┦互信㢗㛵係を⠏く。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

䛣䛾㡯䜢数値化䛩䜛䛾䛿㞴䛧䛔䛜䚸次䛾事㡯䛾㏣加ㄝ明䛻䛒䜛䜘䛖䛻教

師䛸学生䛸䛾信㢗㛵係䛿㔊成䛥䜜䛯䛸⪃䛘䛶䛔䜛䚹 

 

2. 個々の学⏕には学⏕の≉㉁に合わせた┠ᶆをタ定し、その┠ᶆに対する
⾜動ィ⏬を❧てさせる。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

䠎年生医療情報䝉䝭䝘䞊䊠䞉䊡䛿䚸䛣䛾目的䛾䛯䜑䛻タィ䛧䛯少人数䛷䛾

䜾䝹䞊䝥䝽䞊䜽䜢取䜚入䜜䛯科目䛷䛒䜛䚹䛣䛾科目䛷䛿䚸学生䛜⮬分䛾強

䜏䞉弱䜏䜢Ⰽ䚻䛺手法䜢使䛳䛶客ほ的䛻測定䛧䚸䝷䝎䞊䝏䝱䞊䝖䛸䛧䛶提

示䛥䜜䜛䚹学生䛿䛭䛾⤖果䜢参⪃䛻䛧䛺䛜䜙⾜動ィ画䜢立䛶䜛䛣䛸䜢⾜䛳

䛶䛔䜛。 
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3. 学⏕が作成した⾜動ィ⏬がィ⏬倒れとならないような企⏬を工夫する。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

個䚻䛾学生䛾䛭䛾後䛻㛵䛧䛶䛿䝣䜷䝻䞊䜰䝑䝥䜢実⾜䛧䛶䛔䜛䛜䚸半䜀中

㏵䛷䛒䜛䚹 

3㸬合᱁⋡及び入学⪅あたりの

合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩

成に向けた教⫱指導 

 

 

 

 

 

 

1. 医⏝情報工学⛉が対㇟とする㈨᱁ヨ㦂は✀㢮が多く、分㔝も多岐にわた
る。㈨᱁に㛵して、学⏕全員が必ず一つは⮬分に㐺した㈨᱁を取得した

≧態で卒ᴗすることを学⛉としての┠ᶆとしている。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

デ療情報⟶理士䛾㈨格ヨ㦂䛾受㦂⪅数䛿増加傾向䛻䛒䜛䛜䚸䠎䠌䠍䠔年

度䛾合格率䛿例年䛸䜋䜌同䛨䛷䛒䛳䛯䚹䛭䛾他䛾㈨格䛾取得率䛿全体䛾

⣙䠔䠑䠂䛷䛒䛳䛯䚹 

 

2. 分㔝が多岐にわたることを受けて、学⛉としてḟの教⫱指導の戦⾡をㅮ
じている。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

戦⾡䛿ㅮ䛨䚸実⾜中䛷䛒䜛䚹 

 

・最初に、入学後の早いẁ㝵で個々の学⏕の≉徴を把握することで教員

側の意㆑をⓎ揚させる。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

問㢟䛸䛺䜚䛭䛖䛺学生䛻䛴䛔䛶䛿学科䛷㆟ㄽ䛧䚸共㏻ㄆ㆑䜢得䜛䛣䛸䛿⾜

䛳䛯上䛷䚸対応䛧䛶䛔䜛䚹 

 

・2年ḟに授ᴗの一⎔として学⏕に⮬㌟の強み、弱みを把握させること

をヨみ、より㐺した少人数教⫱グループへと導く。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

䠎年生医療情報䝉䝭䝘䞊䊠䞉䊡科目䛾中䛷実⾜䛧䚸一定䛾成果䛜出䛶䛔

䜛䚹 
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第䠎䠉䠍期䛾活動ィ画䛾㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12䠖各学科教⫱䛾特Ⰽ䠄⸆学科䠅 

䛆基本方㔪:1䛇 
 学科教⫱䛾特Ⰽ䛸㨩力䛵䛟䜚 
䛆基本方㔪:2䛇 
 国家㈨格ヨ㦂䜎䛯䛿ㄆ定㈨格ヨ㦂䛾合格率䛾目標タ定䛸䛭䛾㐩成䛻向䛡䛯教⫱指導 
䛆中期ィ画䛇2018-2020年度 

1.教⫱内容䛾充実䛸教⫱方法䞉教授方法䛾更䛺䜛改善䛸国ヨ合格率䛾改善 
2.学生支援体制䜢強化䛩䜛 
3.研究活動䛻㛵䛩䜛中期目標䜢定䜑䚸特Ⰽ䜢䜒䛴研究䜢㐍䜑䜛 

㈐任⪅:佐⸨ⱥ介䠄⸆学科㛗䠅 
分担⪅:山本秀孝䠄学生㒊委員会䠅䚸㣤田㟹彦䠄教務㒊委員会䠅䚸田口博明䠄国ヨ委員会䠅 
事務局:教務ㄢ 

䠎䠌䠍䠔年度活動ィ画 

対応䛩䜛中期ィ画㡯目 活動ィ画内容 

1䠊教⫱内容䛾充実䛸教⫱方 

法䞉教授方法䛾改善䛸国ヨ

合格率䛾改善 

 

 

 

 

 

 

低学年䛛䜙㧗学年䜎䛷䛾学㒊学生䛻対䛩䜛教⫱体制䜢充実䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸

個䚻䛾学生䛾学力䜢向上䛥䛫䚸⸆剤師国家ヨ㦂䛾㧗䛔合格率䜢目指䛩䚹 

䞉教⫱䛾充実䛾䛯䜑䚸⸆学教⫱䝉䞁䝍䞊䜢タ⨨䛧䚸必せ䛺教員䛾㓄⨨䜢⾜䛔䚸

䝸䝯䝕䜱䜰䝹教⫱䛾実施䜔成⦼不振学生䜈䛾支援䜢強化䛧䛶䚸⸆剤師国家ヨ

㦂合格䜈䛸䛴䛺䛢䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

2018年度䛿⸆学教⫱䝉䞁䝍䞊䛾専任教員䜢公募䛧䚸㑅⪃䛾⤖果䚸2019年 4月䜘䜚専

任教員䛜㓄属䛥䜜䜛䛣䛸䛸䛺䛳䛯䚹2019年度䛛䜙 1年生䛾䝸䝯䝕䜱䜰䝹䛸 6年生䛾⸆学

特別演⩦䛾⿵⩦䜢⾜䛖予定䛻䛧䛶䛔䜛䚹今後䚸䛣䜜䜙䜢強化䛧䛶䛔䛝⸆剤師国家ヨ㦂

合格䛻䛴䛺䛢䜛予定䛷䛒䜛䚹 

 

䞉教務㒊委員会䛻䛚䛔䛶現⾜䜹䝸䜻䝳䝷䝮䜢ぢ直䛧䛶䚸改善䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

2018年度䜢㏻䛧䛶⸆学㒊䛾教務㒊委員会䛷䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾ぢ直䛧䜢䛧䛶䛚䜚2019年䛾

夏䛻䛿原案䜢⟇定䛩䜛予定䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹2020年入学生䛛䜙䛾実施䜢目指䛧䛶䛔䜛䚹 

 

䞉⸆剤師国家ヨ㦂䛾合格基準点䛜ぢ直䛥䜜䚸合格点䛜変動䛩䜛䛣䛸䛛䜙䚸目標

合格率等䜢⤯値䛸䛧䛶示䛩䛾䛿困㞴䛷䛒䜛䚹従䛳䛶䚸対受㦂⪅合格率䛿全国

私大平均䜢㉸䛘䜛䛣䛸䚸対入学⪅合格率䛿䛭䜜䛻㏆䛵䛟䛣䛸䜢目標䛸䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

2018年度䛿䚸卒業生 57名䛾䛖䛱 53名䠄93䠂䛾合格率䠅䛜合格䛧䛯䚹私立大学䛾平均

䛿 85䠂䛷䛒䜚䚸目標䜢㐩成䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹 

 

2䠊学生支援体制䜢強化䛩䜛 

 

 

 

 

 

学⩦活動支援䛾充実 

䞉新タ䛩䜛⸆学教⫱䝉䞁䝍䞊䛻䜘䜛䚸留年生䚸学業成⦼不振学生䚸卒業延期学

生䜈䛾支援強化䜢⾜䛖䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%)䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

2018年度䛿⸆学教⫱䝉䞁䝍䞊䛾専任教員䜢公募䛧䚸㑅⪃䛾⤖果䚸2019年 4月䜘䜚専

任教員䛜㓄属䛥䜜䜛䛣䛸䛸䛺䛳䛯䚹 



㕥㮵医⒪⛉学大学 

26 

 

 

 

䞉䝸䝯䝕䜱䜰䝹教⫱䛾実施䠖新入学生䛻対䛩䜛䚸入学時確ㄆヨ㦂成⦼不振科目

䠄化学䚸物理䚸生物䠅䛻䛴䛔䛶医療人底力教⫱䝉䞁䝍䞊䛸協力䛧䛶e-䝷䞊䝙䞁䜾

䜢導入䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

2018 年度䛿化学䛻䛴䛔䛶⸆学㒊䛾専任教員䛻䜘䜚䝸䝯䝕䜱䜰䝹䜢⾜䛔䚸生物䚸物理䚸

数学䛻䛴䛔䛶䛿医療人底力教⫱䝉䞁䝍䞊䛷䝸䝯䝕䜱䜰䝹䜢⾜䛳䛯䚹E-䝷䞊䝙䞁䜾䛻䛴

䛔䛶䛿䚸今後⾜䛖予定䚹2019 年䛛䜙䛿化学䛸生物䛻䛴䛔䛶⸆学㒊専任教員䛷䝸䝯䝕䜱

䜰䝹䜢⾜䛖予定䚹 

 

䞉学⩦環境䛾整備䠖⮬⩦室䛾㛤放䛸䜸䝣䜱䝇䜰䝽䞊䛾タ定䜢推㐍䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

䝉䝭䝘䞊室䛾ゎ放䛸䜸䝣䜱䝇䜰䝽䞊䛾タ定䜢⾜䛳䛯䚹 

 

学生䛾学⩦意欲向上䜈䛾取⤌ 

䞉䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䛾充実䠖新入生䚸在校生䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䜢⾜䛖䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

従来㏻䜚䚸前期䚸後期䛻各学年䛷䛚䛣䛺䛳䛯䚹 

 

䞉担任制度䛾充実䠖担任㠃ㄯ䜢定期的䛻⾜䛖䚹䜎䛯䚸担任䜢介䛧䛯学生䛚䜘䜃

保ㆤ⪅䛛䜙䛾意ぢ㞟⣙䜢⾜䛖䠅 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

担任㠃ㄯ䜢定期的䛻⾜䛳䛯䚹秋䛾保ㆤ⪅会䛷䛿䚸3 年生䛾成⦼䛾振䜛䜟䛺䛔学生

䠄GPA2.0未満䠅䛾保ㆤ⪅䛻䛴䛔䛶㠃ㄯ䜢䛚䛣䛺䛳䛯䚹 

 

䞉学生主体䛻䜘䜛䜲䝧䞁䝖㛤催䜈䛾支援䜢⾜䛖䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

新入生歓㏄会䚸学生交流会䜢年䛻数回㛤催䛧䛶䛚䜚䚸䛭䜜䜙䜢学生主体䛻⾜䛳䛯䚹 

 
学生生活支援䜢拡充䛥䛫䜛 
䞉健康支援䠄定期健康デ断䠅䚸⤒済的支援䠄奨学㔠䛾⤂介䠅䚸生活環境䛾整備
䠄学生生活ㄪ査䜢利用䛩䜛䠅䜢⾜䛖䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

㝶時⾜䛳䛶䛔䜛䚹 

 
就⫋支援活動䛾充実 
䞉䜲䞁䝍䞊䝅䝑䝥䛾⤂介䚸就⫋䜺䜲䝎䞁䝇䚸企業ㄝ明会䚸䛺䛹䜢㛤催䛧䚸就⫋支
援䜢⾜䛖䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

㝶時⾜䛳䛶䛔䜛䚹 
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3.研究活動䛻㛵䛩䜛中期目標

䜢定䜑䚸特Ⰽ䜢䜒䛴研究䜢

㐍䜑䜛 

 

 

 

 

䞉䛄私立大学研究䝤䝷䞁䝕䜱䞁䜾事業䛅䛻䛴䛔䛶䚸引䛝⥆䛝採択䜢目指䛧申ㄳ䛩

䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

2018 年䛻申ㄳ䛧䛯䛜䚸採用䛸䛿䛺䜙䛺䛛䛳䛯䚹文㒊科学省䛾事業䛭䛾䜒䛾䛿 2018 年

䛷⤊了䛧䛯䚹 

 

䞉科学研究㈝助成事業䛻⥅⥆的䛻申ㄳ䛧䚸㑅定䛥䜜䛯先㐍的䛺研究ㄢ㢟䛻積

極的䛻取䜚⤌䜏䚸䛭䛾成果䜢社会䛻㑏元䛩䜛䝃䜲䜽䝹䜢有効䛻機⬟䛥䛫䜛䚹 
䕕㐩成(100%)䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

⸆学㒊䛾科研㈝䛾申ㄳ率䛿⣙ 90䠂䛻㏆䛟䚸䜋䛸䜣䛹䛾教⫋員䛜科研㈝䜢申ㄳ䛧䛶䛔

䜛䚹 

 

䞉大学䝩䞊䝮䝨䞊䝆䚸䝣䜵䜲䝇䝤䝑䜽䛻研究䛻㛵䛩䜛情報発信䜢䛧䚸䛥䜙䛻三㔜

県䛾企業䛸䛾㐃携構⠏䜢⾜䛔䚸䜘䜚多䛟䛾外㒊㈨㔠䛜獲得䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上記達成状況の具体的内容 

定期的䛻䝣䜵䜲䝇䝤䝑䜽䛷䛾情報発信䜢䛚䛣䛺䛳䛶䛚䜚䚸㜀ぴ数䜒䛛䛺䜚䛾数䛸䛺䛳䛶

䛔䜛䚹 
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➨㸰㸫㸯期のά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦┳ㆤ学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨᱁ヨ㦂またはㄆ定㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡の┠ᶆタ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018-2020年度 
㸯㸬教⫱内容の充実と教⫱方ἲ➼の改善 
㸰㸬将来の専㛛⫋⪅としての向学心の⫱成 
㸱㸬┳ㆤ師・保健師国家ヨ㦂合᱁⋡の向上とその㐩成に向けた教⫱指導の充実 

㈐任⪅:杉本㝧子㸦┳ㆤ学⛉㛗㸧 
分担⪅:國分┿佐代㸦教務委員㛗㸧、㒓Ⰻ῟子㸦学⏕委員㛗㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸶年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬 教⫱内容の充実と教⫱方
ἲ➼の改善 

 

①三㔜┴を⥙⨶した⮫地実⩦が㐺切に実施できる施タ➼を☜保し、地域性や
文化ⓗ⫼景、個人の価値ほをふまえた┳ㆤ実㊶力を⫱成する。 
 ◆㸯年ḟ┳ㆤ体㦂実⩦、2 年ḟ基♏┳ㆤ学実⩦、㸱・㸲年ḟ各┳ㆤ学⮫地
実⩦、㸲年ḟ⤫合実⩦について、⑓㝔・施タ㛵係⪅と㐃携し、実⩦┠ⓗ・┠
ᶆに↷らし合わせた実⩦を⾜い、┳ㆤ実㊶力を⫱成する。 
□㐩成(100%)■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  
上記達成状況の具体的内容 

┴内を⥙⨶し、本学㒊の教⫱┠ᶆ・実⩦┠ⓗに↷らし合わせて㐺切な実⩦

施タを☜保し、学⏕の学修≧ἣに合わせた実⩦指導を実⩦施タ・指導⪅と㐃

携しながら実施した。㸱月に「⮫地実⩦➼㐃⤡ㄪ整会㆟」を㛤催し、実⩦施

タの㛵係⪅が一堂に会してㄢ㢟や方向性を共有する場とし、ḟ年度のよりよ

い教⫱につなげるᶵ会とした。 

 

②これまでの㸲年㛫の教⫱のㄢ㢟を明らかにし、カリキュラム改ṇに取り⤌
む。 
 ◆2020年度入学⏕㐺⏝の新カリキュラムを2018年度中に⟇定する。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 ⌧⾜カリキュラムのホ価については学㒊㛤タ2年┠から始めており、本年
度はそのホ価を㋃まえて新カリキュラムを⟇定した。2019年度は三㔜┴およ
び文㒊⛉学┬に⏦ㄳするとともに、新カリキュラムの㏿やかな㐠⏝に向けて、
具体ⓗな‽備を⾜う予定である。 
 
③助⏘師ㄢ⛬の㛤タを᳨ウし、三㔜┴における助⏘師の⫱成に㈉⊩する。 
 ◆2020年度新カリキュラムの中に助⏘師ㄢ⛬教⫱⛉┠を㛤ㅮすることを᳨
ウする。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%)□㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 国内・┴内の助⏘師ㄢ⛬教⫱≧ἣ、在校⏕の意向や将来像➼を分析して、
学㒊教⫱内で助⏘師ㄢ⛬教⫱を⾜うことが望ましいと⪃えたが、加えて大学
専攻⛉、大学別⛉の助⏘師ㄢ⛬の場合の学⏕応募≧ἣ・教員㓄⨨・カリキュ
ラム・時㛫割などの利Ⅼとㄢ㢟を᳨ウし、大学本㒊と協㆟した。タ⨨の可否
も含めて今後の方向性は、大学本㒊で᳨ウされることとなった。 
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2㸬将来の専㛛⫋⪅としての向

学心の⫱成 

①㸯年ḟの早期に⮫床➼で専㛛の㈨᱁を持ってά㌍する┳ㆤ⫋⪅と接するᶵ
会をつくり、将来のビジョンを描く手がかりとする。 
◆2018年度医⒪人底力実㊶基♏Ⅰ学⛉プログラムにおいて企⏬する。       

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 1 年⏕は、エキスパートの┳ㆤ師ά動を▱るプログラムに㛵心が㧗く、中
でも⅏害┳ㆤに㛵心を持つ学⏕が多かった。また、その思いを実⌧するため
には、まずは 1⛉┠ずつ学修を✚み上げていくことが㔜せであるという先㍮
学⏕のアドバイスをホ価していた。2019年度から各┳ㆤ学が2年ずつ持ち回
りで学⛉プログラムを企⏬・担当することとし、┳ㆤ学⛉教員全体へのプロ
グラムの周▱・参⏬を図ることにした。 
 
②初期教⫱の一⎔として接㐝教⫱を取り入れ、専㛛⫋にふさわしい態度➼を
学ぶᶵ会をつくる。 
 ◆⮫地実⩦┤前のマナーㅮ座を1㸫3年⏕対㇟に実施し、学⏕の┳ㆤに対す
るモチベーションを㧗め、実⩦施タでの┳ㆤ師からの学⏕のホ価を⿵完する
効果を期待する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 マナーㅮ座はィ⏬㏻り 1㸫2年⏕ 180分、3年⏕は 90分実施し、就⫋ガイ
ダンスでもマナーを取り入れた。ㅮ座の実施時期の再⪃は必せであったが、
ᴫね┳ㆤ学⏕の実⩦態度としてのあいさつ➼ふさわしい⾜動をとることにつ
なげることができた。 
 
③在校⏕の上⣭⏕・下⣭⏕の交ὶのᶵ会をもち、クラスや在校⏕の一体感・
㐃帯感を⫱むとともに、㸲年㛫の学修について予 性をもって㐍めることが
できるようにする。 
 ◆2018年度医⒪人底力実㊶基♏Ⅰ学⛉プログラムにおいて、㸯年ḟと4年
ḟが交ὶする企⏬を実施する。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 各┳ㆤ学ゼミナールから 1名ずつ㑅出された 4年⏕に、底力学⛉プログラ
ムに参加してもらい交ὶする場とした。1 年⏕は先㍮学⏕と接し、アドバイ
スを受けることで学⩦方ἲなど具体ⓗなイメージが持てるようになったの
で、ḟ年度以㝆も⥆けていく予定である。 
 
 ◆2018年度後期ガイダンス⤊了後に「㸱・㸲年⏕⮫地実⩦➼情報交換会」
を企⏬し、㸱年⏕と4年⏕が交ὶするᶵ会をつくる。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

3年⏕は 4年⏕から実⩦体㦂を┤接⪺くことで実⩦イメージや学び方を⌮
ゎしていた。4 年⏕は実⩦の学びの振り㏉りにつながったという反応があっ
た。教員からは 4年⏕の成㛗を感じることができ、ḟ年度には情報交換会を
学⏕主体で㐍⾜することとし、1・2年⏕の参加もィ⏬していく予定である。 

3㸬┳ㆤ師・保健師国家ヨ㦂合

᱁⋡の向上とその㐩成に向

けた教⫱指導の充実 

①㸯年ḟから㸲年ḟまで、各学年の学修内容にあわせた国家ヨ㦂対⟇をィ⏬
する。 
◆2018年度 1年⏕は 9回のゎ剖⏕⌮学の学修会、2年⏕は9回の⑓態἞⒪
の学修会、3年⏕は 10回の⮬己学修会と 11回の学修会、4年⏕は⣙ 50回の
セミナーとハイリスクグループへの16回のセミナーを実施する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

上グの回数をィ⏬㏻り実施し、出席⋡も㧗かった。 
 
◆2018年度外㒊ㅮ師によるセミナーを1年⏕からẁ㝵ⓗ、⣔⤫ⓗに実施し、
低学年からの⣔⤫ⓗな▱㆑の⩦得と学修⩦の促㐍を図るとともに、成⦼不振
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⪅への対応を低学年から⾜う。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

セミナーはィ⏬ⓗに実施でき、学⏕の‶㊊度も㧗かった。しかし、成⦼不
振⪅はḞ席しがちであったので、それらの学⏕の成⦼向上の成果にはつなが
らなかった。 
 

◆4 年ḟᶍヨの⤖果から、☜実に国家ヨ㦂に合᱁できるỈ‽に㐩成できる
よう、10月以㝆にハイリスクグループへの学修支援を強化する。 
□㐩成(100%)■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

昨年よりも合᱁⋡を上げることができ、また全国平均よりも㧗い合᱁⋡で
あった。本学新卒 98.86㸣 (全国 94.7%)。国家ヨ㦂対⟇のほⅬからのハイリ
スク学⏕のうち1名が不合᱁であった。 
 
②国家ヨ㦂対⟇を充実したものとするための予⟬を☜保するとともに、保健
師国家ヨ㦂対⟇の強化を図り、合᱁⋡を向上させる。 
◆2018年度外㒊ㅮ師予⟬を☜保し、国家ヨ㦂対⟇を充実させる。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

保健師合᱁⋡は 100%ではなかったが、全国平均より㧗かった。本学新卒
91.30㸣(全国88.1%)。 
 
◆2018年度保健師国家ヨ㦂ᶍヨをẁ㝵ⓗ・定期ⓗに実施し、出㢟の50㸣を
占める保健⤫ィ、␿学、㛵係ἲつについて、外㒊ㅮ師による㞟中セミナーを
㛤ㅮする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 予定回数は実施ができ、学⏕からの‶㊊度も㧗かった。 
 
③学⛉の対⟇だけでなく、学⏕の⮬己学⩦時㛫や場所の☜保➼、⎔境整備を
する。 
 ◆2018年度⮫地実⩦スケジュールをもとに⮬己学修時㛫の☜保時期を明☜
にして学⏕と共有する。 
□㐩成(100%)■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

 ⮫地実⩦スケジュールの✵き㐌をά⏝して、実⩦グループ単位で⮬己学修
時㛫の☜保をしたが、学⏕の参加態度や学修の動ᶵ付けに個人差があった。 
 
◆担任教員による学修≧ἣの☜ㄆと学修指導を⾜う。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

セミナーḞ席の学⏕についてやᶍヨ⤖果を担当教員にすみやかに㐃⤡し
た。また 4年⏕のハイリスク学⏕への学修指導は外㒊ㅮ師と㐃携して⾜った
が、下⣭⏕の意㆑付けや 4年⏕国ヨ┤前のハイリスク学⏕への対応にはㄢ㢟
がṧった。教務委員会としては、前期・後期成⦼⤖果Ⓨ⾲前後に GPA 2.0未
‶学⏕や、休学・原⣭␃⨨➼の学⏕には学⏕担当教員・学年担当教員・教務
委員㛗など」数で学⏕・保ㆤ⪅との 3⪅㠃ㄯを⾜って学修指導を実施してお
り、今後も⥅⥆していく予定である。 
 
◆⮬己学修スペースの学修⎔境を整える。 
■㐩成(100%)□ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%未‶)  

上記達成状況の具体的内容 

㸲年⏕の⮬己学修スペースとして12月からゼミ室を☜保し、1月には土・
日曜日に教室㛤放を⾜い、教員㸯名が┘╩として待ᶵして、安全⟶⌮も含め
て学修⎔境を整備した。 

 


